
























































































































































































































































































































































































































2拍五段化率 1拍 ～き・～く ～い 長母音 促音・擬音
90％超 内科課裏付期 画趣略 愛介
～90％ 堕三惑 適熟食即 排
～80％ 持 温服浴
?
～70％ 臆 配 呈評
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5　拙論（2009）で述べたように，現代日本語における文法の通時変化の調査・分析は今後コーパ
　　スの有効な活矯が期待される研究領域の1つである。国会会議録データに基づくほかの種類の
　　事例の分析については拙論（2008b）を参照されたい。
6　サーチエンジンの示すヒット件数の信頼性に関わる問題については拙論（2008a）を参照され
　　たい。
7　Webコーパスの作成は，まずサーチエンジンにさまざまなキーワードないしキーワードの
　　組を順次与えて検索し，それによって得られるURLが指している文書を取得し，そこから
　　HTMLタグなどの不要な情報を除去する，という手順で行った。実際の処理に際しては対処
　　を要する各種の問題に遭遇したが，そのことについてはここでは省略に従う。
　　　サーチエンジンに与える検索キーワードによって，得られる文書の性格は異なってくる。基
　　本的には，総体として大きな偏りがないと思われるキーワード群を用いる方法によるものと
　　し，それに加えて，特定の話題や文体に偏ったキーワード群に基づく文書収集も行った。前者
　　におけるキーワード群には，種々の文章から機械的に切り出した語句を使用した。後者では，
　　もっぱら特定のジャンルなどに特徴的な表現をキーワードとした。試作した約150ギガバイト
　　のWebコーパス全体に占める両者の比率は2：1であり，この小論では偏りの少ないキーワ
　　ード群を用いて作成した約100ギガバイトのデータを分析に用いる。
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朝日阪急ビル，2008年2月17日）での発表内容の一部である国会議事録データに基づくサ変動詞
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Morpho且。錘。農畏cbanges　of　sαゐen－verbs　re櫓量ted
TANOMURA　Tadaharu
　　　　　Osal〈a　University
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Keywo罫ds
sahen－verb，　morphological　alternation，　large　corpus，　Kokhai　KaigirDku，　Web　corpus
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Al）stract
　　　The　morphological　changes　of　compottnd　sahen－verbs　with　a　one－letter　sino－word　stem　are　re－
analyzed　based　on　two　kinds　of　electronic　texts　of　large　size．
　　　In　the　first　haif　of　this　paper，　the　results　of　an　analysis　of　the　verbs　of　the　zoku－suru　group　based
upon　the　texts　of　Kokhai　Kaigiroku，　the　minutes　of　the　National　Diet　of　Japan，　are　described．　lt　was
found　that，　using　the　Kohkai　1〈aigirofeu　data，　we　may　observe　the　way　the　morphological　change
of　the　go肱一s％7％group　proceeded　du血g　the　past　sixty　years。　We　were　also　enabled　to　mI芝k：e　the
author’s　previous　synchronic　analysis　of　the　zoku－suru　verbs　more　precise　and　make　a　three－way，
rather　than　two－way，　distinction　among　the　verbs　of　the　goku－suru　group　according　to　the　degree　of
morphological　change．　ln　addition，　the　results　of　an　analysis　of　the　verbs　belonging　to　the　sin－zuru
group　are　also　discussed　briefiy．
　　　In　the　second　haif　of　this　paper，　the　morphological　changes　of　the　zoku－suru　group　are　ar｝alyzed
using　a　huge　Web　corpus，　which　was　created　by　the　author　recently．　Using　this，　we　we／re　able
to　observe　the　differences　in　the　degree　of　morphoiogical　change　of　individual　verbs　even　more
precisely，　thus　finding　a　four－way　distinction　among　the　verbs　of　the　zoku－suru　group．
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